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修学⽀援システムについて
愛媛⼤学理学部代表

新⾕ 陸
愛媛⼤学法⽂学部代表

⽔上 裕介

アプリ開発の提案

 修学⽀援アプリ(仮称)の提案
➔ チャット中⼼のやり取り

 対学⽣では，LINEに代表されるチャットアプリを中⼼的に利⽤
 対教職員では，全学メールを利⽤

学⽣の今

 メールに⽐べて気軽に送ることができる
➔ メールだと少し堅苦しい

 意思表⽰が簡単にできる
 スキマ時間でもチェックしやすい
 グループでの活動が⾏いやすい
 グループチャットであれば，他の⼈の反応が確認できる
 多くの場合，メッセージを確認したかどうかが分かる

チャットアプリのメリット
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 時間割が⼀覧で表⽰される
➔ クオーターに沿った表⽰ (3Ｑならその時期の時間割だけ表⽰する)
＋⾃分でスケジュールの追加をすることができる

修学⽀援アプリに期待すること①

 ⽇本語以外の他⾔語で履修登録する

修学⽀援アプリに期待すること②

 メッセージが簡単に確認できる

修学⽀援アプリに期待すること③

 成績確認がしやすい
➔ 必修にはチェックマークが付いている

修学⽀援アプリに期待すること
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 シラバスが読みやすい
参考URL：https://kulas.kochi-
u.ac.jp/cpsmart/public/dashboard/main/ja/simple/1900/3000280/wsl/SyllabusSansho?kogiCd=73104&kaik
oNendo=2023&syllabusKomokuPatternId=2

修学⽀援アプリに期待すること④
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